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フ ィクシ ョン とノ ンフ ィク シ ョン
アリス トテレスは 『詩学』において、「歴史家はすでに生起 した事実 を語るのに対し、詩人は
生起する可能性のある事象を語る」ゆえに、「歴史に較べると詩の方が、より一層哲学的つまり
学問的で もある」、なぜなら 「詩が語るのは寧ろ普遍的な事柄であるのに対 し、歴史が語るのは






1本 稿 は、2006年12月16日 に 行 わ れ た 日本 英 文 学 会 関西 支 部 第1回 大 会(於:大 阪 大 学)に お け る学 会 発
表 「ラ イ フ ・ラ イテ ィ ン グ研 究:テ ク ス トに 自己 の 語 りを読 む 文 学 研 究 の パ ラ ダ イ ム」 の 原稿 を 基 に、 大
幅 に加 筆 修 正 を 施 した もの で あ る 。
2RolandBarthes,RolandBarthesbyRolandBarthes,p.119.邦 訳 は佐 藤 信 夫 氏 の も の を 使 わせ て い た だ い
た。







て5、人の心に訴えかけるように書 くことが必要だ と論 じた。彼の1910年 代の立論には、現代的
な問題である、フィクションとノンフィクションとの二項対立的ジャンルの峻別に対する、異議








ありすぎる。バルザ ックやゾラやプルース トを、ふたたび書 くことは不可能な世の中である7。
パフチ ンは小説 というディスコースはすべてを包含するカーニヴァレスクな風呂敷なのだと言っ






4折 口 信 夫 「身 毒 丸 附 言 」、 全 集17巻 所 収 。 『か た り』、3頁 に 引 用 。









少ない文学的な媒体に属するからであ り、自伝は 「型からはみ出し、型に流 し込まれないあらが
ね」である、と書いている'°0佐伯 は自伝 という従来無視 されてきたジャンルへの着 目について





して読まれてきた、バル トの 「作者の死」(ユ968)と 「作品からテクス トへ」(197ユ)を 読み直 し











によって得 られる新 しい対象、それがテクス トである13。テクス トは(良 い)「文学」、つ まり正
し 、
9佐 伯 は 、2001年 に そ の 第1巻 が 発 行 さ れ たEncyclopediaofLifeWritingの 、 世 界 中 か らの ラ イ フ ・ラ イ
テ ィ ング研 究 者 の 粋 を集 め た35名 の ア ドヴ ァ イザ リ ー ・ボ ー ドの ひ と りに、 名 を連 ね て い る。 彼 の 自伝 研
究 は 、近 代 自我 の 言 説 とい うパ ラ ダ イ ム を 外 れ て はい な いが 、 ボ ー ドの ア カデ ミ ッ クた ち の研 究 に 代 表 さ
れ る よ うな 、 同 時 代 の 国 際 的 な文 化 営 為 と して の ラ イ フ ・ラ イ テ ィ ング研 究 の 一 環 と して、 位 置 づ け られ
る と思 わ れ る。
10佐 伯 彰 一 『日本 人 の 自伝 』、14頁 。
11『 日本 人 の 自伝 』、14頁 。
12Barthes,'TheDeathoftheAuthor'.
13Barthes,`FromWorktoText',p.155-156。 邦 訳 は花 輪 光 氏 の もの を使 わ せ て い た だ い た。
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典 に と ど ま らず 、 階 級 制 度 に よ っ て も、 単 な る ジ ャ ンル 区分 に よっ て も と らえ られ な い 。 テ クス
トを構 成 す る の は、 ま さ し く古 い分 類 を覆 す 力 で あ る'4。
ジ ョル ジ ュ ・バ タ イユ は、 ど の よ う に分 類 す れ ば よ い の か?こ の作 家 は 、小 説 家 か 、 詩 人
か 、 エ ッセ イ ス トか 、 経 済 学 者 か 、 哲 学 者 か、 神 秘 主 義 者 で あ ろ うか?答 え は きわ め て 困
難 で あ るか ら、 一 般 に文 学 の 概 論 書 は、 む しろバ タ イユ を忘 れ る こ とに して い る 。 だ が 実
は、 バ タ イユ は、 い くつ か の テ ク ス ト、 いや お そ ら く、 常 に た だ一 つ の 同 じテ ク ス トを書








る。作品から人生への逆流が起 こるのだ(も はや、その反対ではない)。 プルース トの、
ジュネの作品が、彼 らの人生を、一個のテクス トとして読むことを可能にするのである。




プルース トなりジュネなりのテクス トが、彼 らの生をテクス トとして読むことを可能にしている、







「読者」にテクス トを解放し、あらゆるテクス トをジャンルの拘束か ら解 き放つ。のみならず、
彼のテクス トを読むことによって紡がれていく世界、さらに、読者がテクス トと共同して紡いで
い く世界は、バタイユやプルース トやジュネの様々な人生=テ クス トとして、予め事実 として存
在する作者という静的な主体のもとへではなく、彼らのテクスチュアルな人生の創造の動的な営
みへと、還って くるのである。それが、「《伝記(ビ オグラフィ)》 とい う語が、語源的な強い意
味 〔入生の記述ビオ=グ ラフィ〕をとりもどす」、ということの意味である。
ポール ・ジェイは 『テクス トにおける存在』(1984)に おいて、「ニーチェは主体が存在するとい
う事実を否定したわけではな く、主体性における中心的な事実は、主体性の以前の組織立てが虚
構の状態を有していること、そして我々自身がその虚構を創造する際、その(個 別的そ して歴史









い。作者の実人生に基づ く事実 というものが じつは何であるのか分からないからであり、それは
書かれた言語としてしか存在を確認できない。また書 くという行為が、作者の人生を規定してい
くのであるから、言語が参照 している事実が何であるのかは、さらに不分明なものとなる。自伝
は、このような 「歴史/現 実」と 「美学/虚 構」との聞の複雑なダイナミクスを研究するための、
格好のフィール ドとなるのである。またポール ・ド=マ ンは、「自伝はジャンルやモー ドである









流動するアイデ ンテ ィティの質的研究のためのテクス ト・リーディング




する歴史的 ・自伝的情報から作品を自律 したものに囲い込んだニュー ・クリティシズムが、正典
としての作品を、 ヒエラルキーの上位 ・中心に置いていたからである。1970年 代 にそうした周縁
化されていたテクス トを研究する動 きが高まったのは、ひとつにはジェンダー、人種、階級の点
で差別されていた人々が、 自らの物語を語ること、それを聞いてもらい読んでもらうことが、自
己解放に繋がることを、意識 してきたことによる21。テクス トの階層化は、政治的階層化 と不可
分な関係にある。ヒエラルキーの亀裂が入ったところに、従来抑圧 されていた声 を表出させるこ
とが、時代の文化政治学であった。
現代ではさらに、バル トが作者や作品といった権威を脱構築 し、読者に対 してテクス トを解放
したことを体現 しているように、従来であれば読者だった無数の人々が、プログなどを通じてい
とも簡単に作者になってしまうことがで きるようになっている。彼 らはお互いのプログにリンク
を張った り、ネット上のソーシャル ・ネットワークを活用 して、 まさに作者 と読者 との間の上下




プロガーたちのサイバー ・テクス トはバル トのような批評意識をもって書かれたものではない
が、バル トが現代的な自己表象のスタイルの先鞭をつけたということはできるだろう。『彼自身
によるロラン=バ ル ト』は、バル トによる新 しい自伝の実験、幼年時の記憶か ら始まり、近代 自
我の形成を主題とする直線的なナラティヴではなく、断片的なエ ッセイの集積 として、 自己を表
象することの試みである。自伝はアイデンティティを創造 ・表出しているようでありなが ら、不
可避的に統一体的束縛を自ずから逃れようとしている運動体として捉えられる。ここでのバル ト
21例 え ば 、AllisonLight,'WritingLives',p.754.を 参 照 。
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の ナ ラテ ィ ヴ は、 そ れ を さ らに 意 識 的 に した も の で あ る 。「『私 は 自分 を 記 述 す る』 と言 わず に、
『私 は ひ とつ の テ ク ス トを書 く、 そ して そ れ を私 はR・Bと 呼 ぶ 』」22、 と彼 は書 い て い る。 そ こ に
あ る もの は 、 フ ィ ク シ ョンで も ノ ン フ ィ ク シ ョンで も な く、 テ ク ス トと しか い え な い もの で あ る
が 、 そ の よ うな テ クス トは 、 主 体 と人 生 を排 除 した 、 単 な る言 語 空 間で あ る わ けで は な い。 そ う
で は な くて 、 テ クス トに お け る 言 語 活 動 が 、 世 界 に対 して 押 して は引 き、 自己 表 出 と自 己 隠蔽 の
間 を往 復 しな が ら 自己創 造 して い く、 主 体 の ダ イナ ミ ック な営 為 と人 生 とい う流 動 的 な総 体 を、
支 え て い る の で あ る 。 以 上 に 見 て きた よ うに 、 ポ ス ト構 造 主 義 の テ クス ト理 論 と、 ジ ェ ンダ ー ・
人種 ・階級 解 放 の た め の 自伝 的 ナ ラテ ィヴ の 発 掘 は 、 矛 盾 した 流 れ で は な く、 そ の よ う な 人生=
テ ク ス トを め ぐる 、 ポ ス ト60年 代 の 文 化 政 治 学 の た め の 両 輪 なの で あ る。 イ ン タ ビ ュー な ど も射
程 に 含 め つ つ 、 さ ま ざ まな 個 別 の テ ク ス トを丹 念 に 読 ん で い く質 的研 究 と して の ラ イ フ ・ラ イ
テ ィ ング研 究 は 、 ジ ャ ンル と主体 の 問 題 を め ぐる 現代 的 状 況 を踏 ま えて 、 拡 散 し流 動 す る現 代 的
ア イ デ ンテ ィテ ィの概 念 につ い て研 究 す る た め の 、 お そ ら く最 良 の 方 法 で あ る。














23河 合 隼 雄 『物 語 と人 間 の 科 学 』、42-43頁 。 こ こ で 引 用 さ れ て い る 最 先 端 の 生 命 科 学 者 とは 、 中 村 桂 子 氏









静態的構造ではな く、物語の語 り手と聞き手によって共同生成されるダイナ ミックなプロセスで
ある25。社会学においても、社会科学が 「生きられた現実」から乖離 してしまった反省か ら、主
体の経験の主観的な意味やアイデンティティなどを重視 して、個人がこれまで歩んできた人生全
体ないしはその一部に焦点をあわせ、ホーリスティックに、その人自身の経験から社会や文化の
諸相や変動を読み解こうとする 「個人誌的展開」26つまりライフ ・ス トーリー研究が、注目を浴





おされた人問科学 としてのライフ ・ス トーリー研究とは、まさにそのような語 りないしテクス ト
としての人生を研究するものである。ライフ ・ライティング研究は、そのような現代社会文化の
動向を反映 した、学際研究の一翼を担うものでもある。
具体例 のスケ ッチ テール を媒介に したカーターの主体の創造
具 体 的 な例 を引 い て お く。1960年 代 後 半 にデ ビ ュ ー し、 そ れ な りに有 望 な新 人作 家 の ひ と りで
あ った ア ン ジ ェ ラ ・カー ター は、 サ マ セ ッ ト ・モ ー ム賞 の賞 金 を元 手 に、1970年 代 前 半 に 日本 に
数 年 滞 在 して い た 。 カー ター はユ970年 代 、 キ ャ リ アの 中期 に書 い て い た抽 象 的 な作 品が 売 れず 、
次 第 に無 名 な作 家 に な って い った が 、 そ の 彼 女 を一 躍 世 に知 ら しめ る こ と に な っ た の は、1979年
24「 物 語 」 を心 理 学 の パ ラ ダ イ ムの 中心 に据 え る研 究 は 、枚 挙 に 暇 が な い 。 例 え ば 、『物 語 と人 聞 の 科 学 』、
や まだ よ う こ 『人 生 を物 語 る』、McAdams,TheStoriesWeLivebyな ど を参 照 。
25や まだ よ う こ 「人 生 を物 語 る こ との 意 味 」、1頁 。
26桜 井 厚 『イ ン タ ビュ ー の 社 会 学 』、13-14頁 。
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彼女が言っている短編 とは、日常生活の一 こまを模写 した、英語で言うス トーリーではなくて、
ボーやホフマンに見 られるような、ゴシックな無意識の心像を直接扱っている、象徴的なナラ
ティヴとしてのテールのことである。『花火』は、私小説的短編 と、そのような象徴的なテール
との、奇妙なアマルガムを成 している。 日本に滞在 したことが きっかけとなって、彼女はテール
という語 りの形式に開眼 し、彼女のキャリアにとって重要な境地を開いたのである。
いわゆるショー ト・リアリズムとしてのス トーリーに対 して、象徴的ナラティヴとしてのテー










『血 まみ れ の 部 屋 』 で 新 た な 地 平 を確 立 した カ ー タ ー は、 ラ ジ オ ドラ マ の 脚 本 の 題 材 と して も
フ ェ ア リー ・テ ー ル を使 っ て い る。『血 ま み れ の 部 屋 』 に収 録 され た う ちの 一 篇 は 、 映 画 化 も さ
れ て い る。 さ らに彼 女 は、 世 界 各 国 の フ ェ ア リー テ ー ル を編 纂 した り、 フェ ア リー テ ー ル研 究 の
学 術 雑 誌 の リー ダ ー に な っ た り と、 彼 女 の 自己表 象 を 司 る語 り と して 、 フェ ア リー テ ー ル は 重 要
なナ ラ テ ィ ヴの 形 式 を提 供 しつ づ け た。 こ の こ との意 味 につ い て の 詳論 は 別稿 に譲 らな け れ ば な
らない が 、 カ ー ター は、 伝 統 的 な 自伝 の ナ ラ テ ィヴ で もな く、バ ル トの よ うな 断 片 的 ナ ラテ ィ ヴ
で も ない テー ルの 形 式 を用 い て、 変 容 す る主 体 を表 象 し、 自分 の 身体 と感 覚 に 適合 す る演 技 的 ア
イデ ンテ ィ テ ィを、 創 造 ・生 成 して い っ た の で あ る。
結論
ポス ト・モダン・コンデ ィションとしての共時的 ・学際的状況を鑑みると、現代 は、フィク
ションとノンフィクションであるとか、客観的価値 と主観的価値であるとかいったジャンルのヒ
エラルキーが崩壊 して、相互乗 り入れが起こっている時代である。その中で、客観的近代科学を
標榜 していたアカデ ミズムが、物語 というキイワー ドを得て、文学研究に接近 したパ ラダイムを
採用するようになっている。これに対 し、文学研究そのものが、現代の日本の大学において実用
性に欠ける学問として縮小されている傾向にあるのは、なんとも皮肉なことである。 しかし現代
は以前にも増 して、テクス トを詳細に読む ・書 くための理論 と技術が、必要 とされている時代で
ある。文学研究者は21世紀の文化社会的状況に開かれた意識を持ち、文学研究や批評理論の遺産
をこれからの文化社会の発展のために役立てるという問題意識を持つことが必要になる。ジェン
ダー ・人種 ・階級解放の文化政治学としての自己物語の発掘の動 きと同時代の言説である、従来
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